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第３章 精華町の歴史文化の特徴

第１節 精華町の歴史文化をとらえる５つの特徴

第１章で取り上げた精華町の自然的・地理的環境、社会的状況および歴史的背景、第２章で示した精

華町の宝ものの概要を踏まえると、精華町の歴史文化は、以下の５つの特徴でとらえることが出来ます

（図 3-1）。

図 3-1 ５つの歴史文化の特徴

これらの５つの特徴は互いに関わり合って成り立っています。例えば、自然は人びとの交流や信仰を

生み出す基盤となり、人びとの交流により新たな信仰が生まれ、こうした営みの結果を現代の景観とし

てみることができます。
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特徴１

交流

「けいはんな」を結ぶ交流の地 ―京都・大阪・奈良のあいだ―

精華町は奈良（平城京）と京都（平安京）という二つの都のあいだに位置するととも

に、大阪にも程近い場所にあり、古来、京阪奈（けいはんな）の三つの都市と交流を深

め、大きな影響を受けながら、地域の歴史文化を育んできました。また、京阪奈だけで

はなく国内外のさまざまな地域とも活発な交流を図り、最新の技術や情報を取り入れ、

国際的なつながりを築いてきました。

特徴２

自然

川と里山にいだかれる地 ―木津川と神奈備丘陵―
き づ が わ か ん な び

精華町の東部を流れる木津川は、町域と京都・大阪を結ぶ水上交通路として、古くか

ら人の交流と産物の流通を支えてきました。相楽郡の「穀倉地帯」と呼ばれたように、

木津川や支流周辺の平野部には水田が広がり、稲作がさかんに行われるとともに、近郊

都市向けの青果の生産が行われてきました。町の西部や南部に広がるなだらかな丘陵地

は、古代には古墳や集落が築かれ、近世・近代には薪炭や白土が採取され、身近な里山

として地域の人びとの暮らしに密着してきました。

特徴３

信仰

まつりといのりの宿る地 ―寺社と祭礼行事―

町内の神社や寺院では、先人たちの神仏に対する深い祈りや願いの込められた文化財

が大切に守り伝えられてきました。寺社は地域の文化・交流の拠点という役割も担って

きました。神社では、建造物と「鎮守の杜」が融合した良好な環境が維持されてきまし

た。寺院では、個性豊かな古仏の数々が受け継がれてきました。人びとは豊作・除災・

鎮魂を祈るため、四季折々の特色ある伝統行事や祭りを継承してきました。

特徴４

人

人がつながり育てた地 ―山城国一揆からの「自治」の歩み―
やましろのくにいっき

精華町域では、中世の惣村、現在の大字の源流といえる近世の村、近代の行政単位と
そうそん おおあざ

しての村と、時代に応じた自治組織が地域の運営を担ってきました。中世には惣村が発

展したほか、山城国一揆の舞台となりました。町内には近世・近代の村が担った多様な

活動を今に伝える膨大な古文書が残ります。近代には複数の村々が共同で高等小学校や

中学校を設立・運営し、その村々が合併して現在の精華町が誕生しました。

特徴５

景観

歴史と未来がとけあう地 ―学研都市と田園の景観―
が っ け ん と し

古くから精華町には、緑豊かな農村の田園風景が広がってきました。学研都市が誕生

し、多くの研究施設や住宅地が建設されましたが、周囲の自然や環境と調和を図りなが

ら、新しいまちが発展してきました。精華町には、農村の伝統的な田園風景と学研都市

の新しいまちなみという２つの景観が共存しています。
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第２節 歴史文化の特徴と関連する精華町の宝もの

前節で示した５つの特徴を踏まえて、図 3-2 に示すように精華町の歴史文化の特徴を 10 の要素に整

理しました。本節では、それぞれの歴史文化の特徴に関連する地域のさまざまな精華町の宝ものを織り

込み、詳しく説明します。

図 3-2 歴史文化の特徴と 10 の要素
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精華町は奈良（平城京）と京都（平安京）のあいだに位置し、大阪にも程近く、古来、３つの都市

と交流を続け、大きな影響を受けながら、地域の歴史文化を育んできました。３つの都市との交流で

は、とりわけ道路・鉄道といった交通網が大きな役割を果たしました。

古代には、平城京と諸国を結ぶ官道のうち山陰道と山陽道が町域を南北に縦断していたと考えられて

います。山田川沿いには難波津（大阪）や伊賀・伊勢へ向かう東西の道が横断していました。平安京に
な に わ づ

遷都したのちは、大和の春日社や長谷寺へ参詣に赴く天皇や貴族がこの地を通行しました。また、平安

時代の京都や奈良における最新の作風を取り入れた仏像の数々が、町内の各寺院に伝えられています。

中世には、祝園荘・菅井荘等、興福寺・春日社関係の荘園が置かれ、奈良との深い結びつきがみら
ほうその す が い

れました。今も町域には春日神社を祀る地区（菱田・滝ノ鼻・舟）が多くあります。
ひ し だ たき はな ふね

近世には、郡山街道が町域を縦断し、大和郡山・奈良と京都・淀・八幡を結ぶ道路として人びとが
こおりやまかいどう

行き交いました。大坂方面へは大坂街道や四條畷街道が利用されました。また、町内には、禁裏御料
しじょうなわて き ん り

（皇室領）・仙洞御料（上皇領）・公家領等、京都の朝廷関係の所領が複数設定されました。
せんとう

交流① 京都・大阪・奈良 ３つの都市の中間地帯

■貴族が行き交う古代の道

■奈良の影響を受けた中世の寺社

■人びとでにぎわう近世の街道



第３章 精華町の歴史文化の特徴

81

近代には、京都・大阪・奈良を結ぶ鉄道（現在の JR 学研都市線と近鉄京都線）が開通した影響を

受け、都市近郊農業が盛んとなり、都市の食生活を支えました。戦後の高度成長期以降は、京都・大

阪・奈良の通勤圏として住宅開発や都市化が進むとともに、昭和 50 年代後半以降、学研都市が建設

され、京阪奈の結節点として最先端の研究施設や企業の進出が相次いでいます。

■鉄道・道路網が発達した京阪奈の結節点

図 3-3 交流①に関連する主な精華町の宝ものの位置
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この地域は京都・大阪・奈良にとどまらず、日本列島内外のさまざまな地域と活発な交流を図り、

最新の技術や情報を取り入れてきました。

古代の遺跡では、北陸・東海・近畿の各地からもたらされた遺物や影響を強く受けた遺構が見つか

っています。また、朝鮮半島からの渡来人に関する遺跡も残されています。町内には、下狛や北
しもこま きた

稲八間・南稲八妻のように古代の列島内外との交流を示す地名が今も伝わります。
いな やづ ま みなみいなやづま

近世の町域には旗本の所領が多く設定され、旗本が居住する江戸とのあいだで旗本の家臣と所領の

代官・村役人らが頻繁に文書を交換し、あるいは直接往来を重ねて、最新の情報がもたらされました。

交流② 国内外さまざまな地域との交流

■列島内外との先史・古代の交流

■文書を通じた情報交換
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現代では、学研都市に立地する諸施設に国内外から多様な人材が集い、最新技術の開発・研究のた

め、国籍や産官学の垣根を超え、活発な学術・文化の交流を展開し、国際的な心のつながりを築いて

います。このほか、正月の雑煮等、地域の食文化にも交流の影響を見て取れます。

■国際交流と地域文化

図 3-4 交流②に関連する主な精華町の宝ものの位置
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町域では、木津川やその支流から水の恩恵を享受するとともに、水害を乗り越えながら、暮らしが

営まれ続けてきました。

精華町の東部には、木津川が運んだ土砂によって形成された沖積平野が広がっています。早くから

水田に開発され、相楽郡の「穀倉地帯」と呼ばれるほど、稲作が盛んな地域となりました。町内の農

業は、稲作を中心としつつ、副業として江戸時代には綿作、明治～昭和初期には茶業・養蚕も盛んに

行われ、その後は近郊都市向けの青果生産にも力を注いできました。

木津川や、その支流で西部の丘陵地に発する煤谷川・堀池川・山田川は、流域の田畑を潤す貴重な
すすたにがわ

農業・生活用水として利用されてきました。一方でたびたび氾濫を起こし、住民に多大な被害を及ぼ

してきました。また、農業用水を確保するため、川西用水や多数の溜池も作られました。

近代に鉄道が開通するまで、長らく木津川は精華町域と京都・大阪等の都市や南山城の周辺地域と

を結び、人びとの交流や産物の流通を支える重要な役割を担ってきました。

江戸時代から昭和初期にかけて、木津川には帆掛け船が就航し、町域の産物を京都・大阪に出荷す

るとともに、都市や各地の産物を当地にもたらしました。町域では菅井浜に船問屋がありました。ま

た、渡し舟（藪の渡し・開の渡し）が運航され、木津川の両岸を結びました。
やぶ ひらき

自然① 木津川とともに歩むまち

■地勢を活かした豊かな農業

■用水の確保と水害との戦い

■交通路として利用された木津川
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精華町の西部や南部に広がるなだらかな丘陵地は、身近な里山として地域の人びとの暮らしの基盤

となりました。

菱田の薬師山、下狛の鞍岡山等、木津川沿いの平野を一望できる丘陵には、古代にこの地域を治め
くらおかやま

た首長の古墳が築かれました。丘陵の裾部では、古代の集落や居館の跡がみつかっています。

人びとは丘陵からもたらされる資源を利用して、生活や生業を営んできました。里山で採取された

燃料（薪炭）や肥料（刈敷）は、日々の暮らしや農業生産を支えました。近世には煤谷山の利用をめ

ぐって近郷間で大規模な入会相論が生じました。幕末期から昭和 30 年代にかけて、東畑の丘陵部で
いりあいそうろん

は、磨き粉等の原料となる白土の採掘が行われ、各地に出荷されました。
しらつち

太平洋戦争が始まった昭和 16 年（1941 年）には、煤谷川流域の広大な丘陵地に陸軍の弾薬庫（陸

軍祝園部隊、現在の陸上自衛隊祝園弾薬支処）が建設されました。

自然② 隣り合う里山

■丘陵に築かれた数々の古墳

■里山での暮らしと生業

■陸軍祝園部隊と弾薬庫
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昭和 50 年代後半以降、南部・西部の丘陵部では大規模な造成・開発が進行し、桜が丘・光台・精

華台等の新たなまちが建設されました。周辺で開発が進むなか、川・池や里山は、植物や動物等豊か

な自然環境が残された場所であり、緑とふれ合い、暮らしに潤いと安らぎを与えてくれる憩いの場と

なっています。

図 3-6 自然②に関連する主な精華町の宝ものの位置

■緑につつまれた新しいまちと憩いの場
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町内の神社や寺院では、先人たちが神仏に捧げた深い祈りや願いの込められた様々な文化財が大切

に守り伝えられてきました。特に神社は信仰の場であると同時に、地域の文化・交流の拠点でもあり、

さらには貴重な文化財や境内の豊かな自然環境も守ってきました。また、各地区では、神社を中心に

四季折々の特色ある伝統行事が継承されてきました。

町域の神社には、中世・近世に建築され、今日まで受け継がれてきた本殿が多く存在します。単体

の建造物だけではなく、境内の諸建築の配置にも、南山城地域における神社建築の特色がよく表れて

います。神社の境内林、いわゆる「鎮守の杜」には豊かな自然環境が残されており、周辺で開発が急
ちんじゅ もり

速に進むなか、地域住民や来訪者にとって貴重な憩いの場となっています。また、「鎮守の杜」の自

然環境と、境内の様々な文化財（建造物・古墳・民俗芸能等）との調和が保たれています。

神社の年中行事は、宮座等の祭祀組織を中心として継承されてきました。各神社では、四季折々に

伝統行事が執り行われてきましたが、特に年頭には特色ある祭りによって一年の豊作と除災を祈りま

す。こうした祭りのなかには地名の由来となった伝承を持つものもあります。また、子どもが重要な

役割を果たしてきた祭りや行事も多く、地域の伝統を学ぶ場となってきました。

信仰① 絆を育み伝統を伝える神社

■神社の建築と鎮守の杜

■地域の伝統を学ぶ年中行事
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図 3-7 信仰①に関連する主な精華町の宝ものの位置
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現在、町内の寺院は浄土系の宗派（浄土宗・浄土宗西山禅林寺派・浄土真宗本願寺派・真宗大谷派・

真宗興正派・西山浄土宗・融通念仏宗）が大半を占めています。これらの寺院の多くは、中世・近世
ゆうずうねんぶつしゅう

に創建されたという寺伝を有し、江戸時代以降は地域の菩提寺・檀那寺として亡くなった村人を弔い、

先祖を供養してきました。

町内の寺院は、地域の文化財を守り伝える「蔵」の役割も果たしており、古代・中世の貴重な仏教

美術と、近世・近代に村人から寄進された様々な美術工芸品を、現在まで大切に受け継いできました。

明治時代に神仏分離で廃止された宮寺等、過去に廃寺となった寺院に伝来した貴重な仏像・絵画・経

典・什物を、残された寺院が宗派にかかわらず地域の宝として守り継いでいます。

寺院では、寺子屋や村の会合、地蔵盆等の行事が開かれ、地域の文化や交流の拠点という役割も担

ってきました。また、南山城三十三所、城南三十三所等の巡礼に組み込まれた寺院もあり、町域外か

らも参詣に訪れる人がいました。

信仰② 宝を受け継ぐ寺院

■地域の宝を守り継ぐ蔵としての役割

■地域内外の交流の拠点
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村人の祖霊観や死生観をよく示す南山城特

有の伝統行事としては、「おしょらいさん」と

も呼ばれる盆行事が挙げられます。これは、盆

の時期、辻や家の入口に花を飾った砂の壇を

築き、線香を立てて、帰還する先祖の精霊を迎

え入れるものです。

図 3-8 信仰②に関連する主な精華町の宝ものの位置

■精霊を迎えるおしょらいさん
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京都と奈良の間に位置する精華町域では、中世、激しい戦乱が繰り広げられました。戦乱の世の中

で、人びとは結束し、現在につながる自治組織を形成していきます。

室町時代、応仁・文明の乱後も南山城では畠山政長（東軍）と義就（西軍）の両軍による戦乱が続

いていましたが、地域の国人衆（武士）は団結して両軍を撤退させ、山城国一揆を結成し、綴喜・久
こくじんしゅう

世・相楽３郡を自ら治めました。数年後、国一揆は守護の支配を受け入れて解体しましたが、一部の

国人はこれに反対して稲屋妻城に立てこもり最後の合戦が行われました。精華町内では、国一揆に
いな やづ まじょう

関する直接的な資料・遺構は発見されていませんが、興福寺の「大乗院寺社雑事記」等には稲屋妻を

はじめ町域の地名が多数登場します。

山城国一揆が成立した中世後期は、

農民が経済的成長を遂げ、惣村という

自治組織に結集した時代でした。北稲

八間の武内神社本殿に残る棟札から
むなふだ

は、中世の自治組織の変遷を知ること

ができます。

山城国一揆やその前後の時代に建立された仏教石造物も残されており、戦乱が繰り広げられた時代

に地域の人びとが捧げた厚い祈りを今に伝えています。

人① 山城国一揆と中世惣村

■中世の戦乱と山城国一揆

■惣村の成立

■中世の祈りと石造物
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近世から近代にかけて、町域の統治や自治の様子を伝える様々な資料が作成され、保存されてきま

した。

近世の精華町域では、複数領主が入組支配する村が大半でした。特に、旗本領の割合が高く、旗本

領では地元の有力者らが在地代官に取り立てられ、江戸に居住する領主（旗本）に代わって所領支配

の実務を担いました。旗本天野領の森島氏（祝園村）や旗本大岡領の福井氏（山田村）が代表的な在

地代官です。また、庄屋は領主支配の末端を担うとともに村落自治の代表者でした。庄屋や在地代官
しょうや

は、村の自治、領主支配の実務の遂行等の経験を通して鍛えられ、地域運営の能力を向上させていき、

近代になると「名望家」として地方自治や鉄道誘致を主導する人物も現れました。

様々な領主が町域に存在した近世ですが、村民の日常生活や農業生産は領主別に分割されることな

く、中世惣村の基盤を受け継ぎながら村としての一体性が保たれていました。町内に残された古文書

や歴史資料には、地域の様々な立場の人びとの活動や関わりが記されており、近世から近代に至る地

域の重層的な歩みを今に伝えています。

人② 村の歩みを伝える古文書

■近世の統治を伝える文書

■人びとの暮らしや自治を伝える文書
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精華町という町の名前は、明治 25 年（1892 年）から大正９年（1920 年）まで存在した精華高等小

学校、および昭和 22 年（1947 年）に創立された精華中学校の校名に由来します。

明治 22年（1889 年）に町村制が施行されると、精華町域では江戸時代以来の村々が合併し、狛田・

稲田・祝園・山田荘の４村が誕生しました。明治 25 年（1892 年）に相楽村（木津川市）を加えた５

か村の組合で精華高等小学校が設立されました。高等小学校を尋常小学校に併設する町村も多いなか、

５か村は菅井に単独の校舎を建設して共同運営を行いました。

大正９年（1920 年）、校舎費用の問題から精華高等小学校は分離解散（各尋常小学校に高等科を併

置）しましたが、30 年間に 1800 余人の卒業生を送り出し、地域を担う人材を輩出しました。

第二次世界大戦後の教育改革を受けて、昭和 22 年（1947 年）に川西・山田荘・相楽３か村は中学

校組合を設置し、精華中学校を創立しました。かつて存在した精華高等小学校と同じ範囲の村々（川

西村は昭和６年（1931 年）に狛田・稲田・祝園３か村が合併した村）で新制中学校が新設され、校名

も受け継がれたのです。開校後、中学校の校区をもとにして町村合併の協議が進められましたが、最

終的に川西・山田荘の２か村による合併が決定し、昭和 26 年（1951 年）に精華村が誕生し、昭和 30

年（1955 年）に町制を施行しました。

このように、精華町という自治体は、学校を共同で運営してきた村々が集まって誕生した町であり、

時代に応じた「自治」と「教育」を大切にする伝統を受け継いでいます。

人③ 町名の由来と学校

■精華高等小学校の設立

■精華中学校の創立と精華町の誕生
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高度経済成長期以降には、周囲の自然や環境との調和を目指しながら新しいまちが建設され発展し

てきました。ニュータウンの開設から年月を経て、このまちをふるさととする子どもたちも増え、ま

ちの歴史も蓄積されてきました。都市開発の一方で、伝統的な田園風景も維持されてきました。こう

した景観は歴史的な変化を織り交ぜ培われてきた生きた景観だといえます。伝統的な農村の田園風景

と、新しい都市のまちなみという２つの景観が共存する点に、精華町の特色と課題も併存しています。

民藝運動の陶芸家として知られる河井寛次郎は、植田の集落の景観をこよなく愛し、この地を幾度
みんげい か わ い か ん じ ろ う

も訪れています。河井が植田を訪れたのは昭和前半期のことですが、現在でも精華町内には伝統的な

農村のたたずまいが各所でみられます。こうした風景は、江戸時代の村の景観を基礎としており、当

時の村絵図に描かれた村の姿を今もとどめています。農村集落は、平野部の田園地帯のなかに、ある

いは里山の裾野に立地し、人と緑が隣り合う環境のなかに溶け込んできました。

昭和 50 年代後半以降、京阪奈丘陵に学研都市の建設が開始されると、精華町域には最新技術を扱

う産官学のさまざまな文化・研究施設が設立されました。平成 12年（2000 年）、学研都市の精華・西

木津地区が「都市景観 100 選」に選定されました。メインストリートである精華大通り（生駒精華線）

は、沿道の近代的な建造物と街路樹が調和した独特の景観で人びとから親しまれています。一方で、

開発前の自然環境や歴史遺産を活かして整備された公園等の公共空間もあります。

景観 学研都市と田園の景観

■江戸時代の趣を残す農村の風景

■学研都市の建設
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歴史文化の特徴のテーマカラー

歴史文化の特徴で用いたカラーリングは、それぞれの歴史文化の特徴を踏まえ、精華町文化財保存

活用地域計画作成協議会で決定したものを使っています。各カラーについては、以下の通りです。

つながりオレンジ

かんなびグリーン

きよらかレッドせいじつブルー

かがやきゴールド

地面や土器の色をイメージして

神奈備丘陵の緑色から

稲の金色とメタセコイアの金色

治水事業の水の色から 神事・仏事の火の色


